
１． 本報告の目的と方法

本報告では，ASEAN 諸国のうち，２０１５年の

ASEAN の経済統合に向けて，工業団地が多く整

備されるなどにより経済発展が著しいと考えられ

る，メコン川流域のカンボジア王国（以下，カン

ボジア），ベトナム社会主義共和国（以下，ベトナ

ム），タイ王国（以下，タイ）の３カ国を対象に，

２００３年から２０１３年の日本との輸出入の実態か

ら，輸出入品目，輸出入金額，輸出入量の変化を

明らかにすることを目的とする。

また，本報告では，まず，①メコン３カ国の概

要と輸出入の実態を示し（２章），次に②日本と

メコン３カ国間の２００３年から２０１３年の間の国

別・品目別の輸出入量，輸出入金額の変遷を明ら

かにする（３章，４章，５章）。最後に③輸出入貨

物１億円当たりの輸出入トン数をメコン３カ国別

に求め２００３年から２０１３年の変遷を示すととも

に，２００３年と２０１３年の間の伸び率から，輸出入

の特徴を述べる。

２． メコン３カ国の概要と輸出入の実態

２―１．メコン３カ国の概要

（１）メコン３カ国の概要を示す指標

ここでは，メコン３カ国の概要を，①２０１３年

の人口，②２００３年に対する人口増加率，③２０１３

年の人口密度，④２０１３年の GDP，⑤２００３年に対

するGDPの伸び率，⑥２０１３年の１人当たりGDP，

⑦２０１０年の主な産業の GDP 割合，⑧２０００年の

主な産業の GDP 割合，⑨２０１３年の消費者物価上

昇率を示す（表１）。
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（２）メコン３カ国の人口の変遷と人口密度

メコン３カ国の人口と人口密度を見ると，人口

は，この３カ国ではタイが最も高く，次に，ベト

ナム，カンボジアの順番となっている。しかし，

人口増加率は，カンボジアが最も高く，次にベト

ナム，タイの順番となっており，３カ国とも人口

は増加している。

これらのことから，当該地域では，人口は，増

加しており，カンボジアの伸び率が他の２カ国と

比較して高いことが明らかとなった。なお，人口

密度は，ベトナムが最も高く，次にタイ，カンボ

ジアの順番となっている。

（３）メコン３カ国のGDPの変遷

メコン３カ国の２０１３年の GDP は，タイが最

も高く，ベトナムの約２．２６倍の値を示している。

また，メコン３カ国の２００３年に対する２０１３年の

GDP 伸び率は，ベトナムが最も高く，次に，カ

ンボジア，タイの順番であった。さらに，人口１

人当たりの GDP もタイが最も高く，ベトナムの

約３．０１倍の値を示している。

これらのことから，２０１３年は，メコン３カ国

では，タイが GDP が最も高いが，伸び率は，他

の国よりも低いため，今後，ベトナムとカンボジ

アの経済成長が期待される。

（４）メコン３カ国の主な産業のGDP割合の変遷

メコン３カ国の２０１０年と２０００年の農業，工

業，サービス業の GDP の割合は，ベトナムは，

２０００年に比較して２０１０年の工業とサービス業の

割合が高く，農業の割合が低くなっている。カン

ボジアは，３つの産業とも大きな変化は見られな

い。タイは，サービス業の割合が低くなり，農業

と工業の割合は高くなっている。

これらのことから，カンボジアは，主要産業に

大きな変化が見られないことが明らかとなった。

２―２．メコン３カ国の輸出入の実態と課題

（１）主な輸出国と輸出品目

ここでは，統計資料から，メコン３カ国別に主

な輸出入先，輸出入品目を明らかにする（表２）。

ベトナムの主な輸出国は，アメリカ合衆国（以

下，アメリカ），日本，中華人民共和国（以下，

中国）であり，この順で輸出額が多く，特に，ア

メリカへの輸出額が他の２カ国よりも大きい。カ

ンボジアの主な輸出国は，アメリカ，グレートブ

リテン及び北部アイルランド連合王国（以下，英

国），ドイツ連邦共和国（以下，ドイツ），カナ

ダ，日本であり，この順番で輸出額が多く，特に

アメリカの輸出額が他の４カ国よりも大きい。タ

表1 メコン3カ国の概要

ベトナム カンボジア タイ

２０１３年の人口（千人） ８９，７０９ １５，０７９ ６７，４５１９

２００３年に対する
人口増加率（％）

１１１．４８ １１６．８８ １０４．０６

２０１３年の人口密度
（千人／km2）

２７１．０５ ８３．２９ １３１．４５

２０１３年の GDP（千ドル） １７１，２２２，０２５ １５，２２７，９９１３８７，２５２，５８４

２００３年対GDP伸び率（％） ４００．８３ ３２６．９０ ２７１．４９

２０１３年の１人当たり GDP
（ドル／人）

１，９０８．６４ １，００９．９１ ５，７４１．２１

２０１０年の主な産業の
GDP 割合（％）

農業：１８．９
工業：３８．２
サービス業

：４２．９

農業：３６．０
工業：２３．３
サービス業

：４０．７

農業：１０．６
工業：４０．１
サービス業

：４９．３

２０００年の主な産業の
GDP 割合（％）

農業：２４．５
工業：３６．７
サービス業

：３８．７

農業：３７．９
工業：２３．０
サービス業

：３９．１

農業： ８．５
工業：３６．８
サービス業

：５４．７

出所：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asia.html, http://www.
worldbank.org/ja/news/feature/2014/03/24/open-data-econo-
myhttp : //www.customs.gov.kh/publication-and-resources/
statistics/（２０１３年）。

表２ メコン３カ国の輸出入の実態（％）

ベトナム カンボジア タイ

主な
輸出国
（金額
ベース）

・アメリカ（１８．１）
・日本（１０．３）
・中国（１０．０）
・韓国（５．１）
・マレーシア（３．８）

・アメリカ（３６．４）
・英国（１１．５）
・ドイツ（８．８）
・カナダ（８．５）
・日本（４．７）

・中国（１１．９）
・アメリカ（１０．１）
・日本（９．７）

主な輸
出品目
（金額
ベース）

・重工業品（４５．０）
・軽工業品（３７．８）
・農産物（１０．６）

・衣類（９１．０）
・履物（６．２）

・機械・機器・機械
部品類（１６．３）

・機械器具（１２．９）
・自動車・同部品
（１１．５）

主な
輸入国
（金額
ベース）

・中国（２７．９）
・韓国（１５．７）
・日本（８．８）
・台湾（７．１）
・タイ（４．８）

・中国（４１．６）
・タイ（１５．１）
・アメリカ（８．３）
・日本（８．０）
・韓国（６．５）

・日本（１６．４）
・中国（１５．１）
・アラブ首長国連邦
（６．９５）

主な輸
入品目
（金額
ベース）

・原燃料（５２．６）
・機械器具装置
（３８．３）

・自動車製品等
（３６．５）

・機械機器等
（２９．７）

・家庭用・工業用
電気製品（１２．９）

・石油，石炭（２１．０）
・機械器具（１４．８）
・機械・機器・機械

部品類（１２．７）

出所：http://www.gso.gov.vn/default_en.aspx?tabid=780（２０１３年）,
http://www.customs.go.th/wps/wcm/connect/custen/impor-
texport/importer/importer2013, http://www.unctad.org/。
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イの主な輸出国は，中国，アメリカ，日本であ

り，この順で輸出額が多い。しかし，これら３カ

国の間で大きな差は見られない。

主な輸出品目は国によって異なり，ベトナム

は，重工業品と軽工業品の２品目で約９０％ 以上

の割合を占めている。カンボジアは，衣類のみで

約９０％ の割合を占めている。タイは，輸出金額

の割合が特に高い品目はなく，機械・機器・機械

部品類，機械器具，自動車・同部品で多くの割合

を占めている。

これらのことから，メコン３カ国で，輸出国と

輸出品目が異なることが明らかとなった。

（２）主な輸入国と輸入品目

ベトナムの主な輸入国は，中国と大韓民国（以

下，韓国）である。カンボジアの主な輸入国は，

中国とタイである。タイの主な輸入国は，中国と

日本である。

主な輸入品目は国によって異なり，ベトナムと

タイは，原燃料や石炭・石油の割合が高い。一

方，カンボジアは，自動車製品等や機械機器等の

輸入額が高い。

これらのことから，メコン３カ国では，国にか

かわらず，中国からの輸入が多いこと，輸入品目

は，国によって異なり，カンボジアは，他の２国

と異なり，自動車製品等や機械機器等の輸入が多

いことが明らかとなった。

（３）メコン３カ国の輸入額と輸出額の推移

メコン３カ国の２００３年から２０１３年の輸入額の

推移を見ると，タイとベトナムは，２００９年を除

き，増加傾向がみられる。一方，カンボジアは，

この間わずかであるが増加傾向がみられる（図

１）。

次にメコン３カ国の２００３年から２０１３年の輸入

額の推移を見ると，輸出額の推移と同様に，タイ

とベトナムは，２００９年を除き，増加傾向がみら

れる。一方，カンボジアは，この間わずかである

が増加傾向がみられる（図２）。

３． 日本からメコン３カ国への輸出の実態

３―１．日本からメコン３カ国への輸出額の変遷

ここでは，２００３年から２０１３年の貿易統計の国

別品別表と品別国別表のデータをもとに，日本か

らメコン３カ国への輸出額の変遷を集計した。

その結果，カンボジアは，この１１年間で輸出

額に大きな変化が見られない。ベトナムは，２００８

年までは増加傾向が見られ，２００９年に一度大き

く減少し，その後，増加に転じている。タイも，

２００８年までは増加傾向が見られ，２００９年に大き

く減少し，その後，増加に転じている（図３）。

次に，品目別の輸出額の変遷を見ると，日本か

らメコン３カ国への輸出額が最も多い品目は，機

械類及び輸送用機器である。機械類及び輸送用機

器は，２００７年までは増加傾向が見られ，２００８年

から２００９年まで減少した。その後，増加に転じ

ている。次に輸出額が多い品目は，２０１０年まで

は，雑製品，食料及び動物であり，これらの２品

目の輸出額に大きな差が見られなかった。しか

し，２０１０年以降の雑製品の輸出額の伸び率が高

い（図４）。

これらのことから，日本からメコン３カ国への

輸出額は，概ね増加傾向が見られる。そして，主

な輸出品目は，機械類及び輸送用機器であり，そ

の輸出額も概ね増加傾向が見られる。ただし，２

番目に輸出額の多い品目は，２０１０年を境に食料

品および動物から雑製品へと変わった。これらの

ことから，メコン３カ国の主な産業が２０１０年頃

から変わったことが想定される。

３―２．日本からメコン３カ国への輸出量の変遷

ここでは，２００３年から２０１３年の港湾調査年報

のデータをもとに，日本からメコン３カ国への輸

出量の変遷を集計した。

その結果，カンボジアは，この１１年間で輸出

量に大きな変化が見られない。ベトナムは，２００３

年から２０１３年まで増加傾向が見られる。タイは，

２００６年，２００９年，２０１１年は減少しているが，そ

れ以外の年は増加しており，２００３年から２０１３年

の間では，増加している（図５）。
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次に，品目別の輸出額の変遷を見ると，日本か

らメコン３カ国への輸出額が最も多い品目は，金

属機械工業品である。金属機械工業品は，２００８

年までは増加傾向が見られた。しかし，２００９年

まで減少し，その後，増加に転じている。次に輸

出額が多い品目は，化学工業品である。化学工業

品は，２００９年と２０１１年と２０１２年に減少したが，

それ以外は，増加している（図６）。

これらのことから，日本からメコン３カ国への

輸出量は，２００８年までは増加傾向が見られ，

２００９年に減少し，それ以降，増加傾向が見られ

る。しかし，２００８年の輸出量までは回復してい

ない。主な輸出品目は，金属機械工業品であり，

その輸出量は，全体の輸出量と同様の傾向が見ら

れ，品目間の順位に変化が見られない。これらの

ことから，輸出量では，大きな変化が見られな

い。

４． メコン３カ国から日本への輸入の実態

４―１．メコン３カ国から日本への輸入額の変遷

ここでは，２００３年から２０１３年の貿易統計の国

別品別表と品別国別表のデータをもとに，メコン

３カ国から日本への輸入額の変遷を集計した。

その結果，カンボジアは，この１１年間で輸入

額に僅かであるが増加傾向が見られる。また，ベ

トナムは，２００８年までは増加傾向が見られ，

２００９年に大きく減少し，その後，増加に転じて

メコン３カ国の輸入額の推移

図１

メコン３カ国の輸出金額の変遷

図２

出所：http://unctad.org/en/pages/statistics.aspx

出所：http://unctad.org/en/pages/statistics.aspx
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いる。タイも，２００８年までは，増加傾向が見ら

れ，２００９年に大きく減少し，その後，増加に転じ

ている（図７）。

次に，品目別の輸入額の変遷を見ると，メコン

３カ国から日本への輸入額が最も多い品目は，動

植物性油脂である。動植物性油脂は，２００８年ま

では増加傾向が見られ，２００９年に減少し，その

後，増加に転じている。次に輸入額が多い品目

は，原料別製品であり，動物性油脂と同様に，

２００８年までは増加傾向が見られ，２００９年に減少

し，その後，増加に転じている（図８）。

これらのことから，メコン３カ国から日本への

輸入額は，概ね増加傾向が見られる。そして，主

な輸入品目は，動植物性油脂と原料別製品であ

り，輸入額も概ね増加傾向が見られたことから，

メコン３カ国からの輸入では，金額では原材料に

係わる品目が多いことが明らかとなった。

４―２．メコン３カ国から日本への輸出量の変遷

ここでは，２００３年から２０１３年の港湾調査年報

のデータをもとに，メコン３カ国から日本への輸

入量の変遷を集計した。

その結果，カンボジアは，この１１年間で輸入

量に大きな変化が見られない。ベトナムは，２００８

日本からメコン３カ国への品目別の輸出額の変遷（２００３年から２０１３年）

図４

日本からメコン３カ国への国別の輸出額の変遷（２００３年から２０１３年）

図３

出所：財務省「貿易統計」，各年版。

出所：財務省「貿易統計」，各年版。
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年まで増加傾向が見られ，２００９年に減少し，そ

れ以降は，増加に転じている。タイも，２００８年

まで増加傾向が見られ，２００９年に減少し，それ

以降は，増加に転じている（図９）。

次に，品目別の輸入額の変遷を見ると，メコン

３カ国から日本への輸入額が最も多い品目は，

２０１２年までは鉱産品であり，２０１３年は林産品で

あった。鉱産品は，２００８年までは，増加傾向が

見られ，その後２０１０年まで減少し，それ以降

２０１２年までは増加傾向が見られたが，２０１３年は，

減少に転じている。林産品は，２００４年まで増加

傾向が見られ，それ以降２００６年まで減少し，そ

の後，２００９年に減少したが，それ以降，増加傾

向が見られる（図１０）。

これらのことから，メコン３カ国から日本への

輸入量は，２００８年までは増加傾向が見られた。

しかし，２００９年に減少し，それ以降，増加傾向

が見られる。そして，主な輸出品目は，鉱産品で

あったが，２０１３年は林産品に変わった。これら

のことから，メコン３カ国の主な産業が変わって

いることが想定される。

日本からメコン３カ国への品目別の輸出量の推移（２００３年から２０１３年）

図６

日本からメコン３カ国への国別の輸出量の変遷（２００３年から２０１３年）

図５

出所：国土交通省「港湾調査年報」，各年版。

出所：国土交通省「港湾調査年報」，各年版。
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５．２００３年と２０１３年の日本とメコン３カ国間の
輸出入の国別・品目別の特徴

５―１．２００３年と２０１３年の日本からメコン３カ国

への輸出量の国別・品目別の特徴

ここでは，２００３年の日本からメコン３カ国へ

の国別・品目別の輸出量と２０１３年の日本からメ

コン３カ国への国別・品目別の輸出量の変化を明

らかにするために，それぞれの年の国別・品目別

輸出量を散布図で図示した。なお，ここで取り上

げた品目は，各国の２００３年と２０１３年の輸出量が

多い上位３品目を対象とした（図１１）。

その結果，金属機械工業品（タイ，ベトナム）

は，増加傾向が見られる。しかし，タイの化学工

業品は減少している。また，それ以外の品目は，

大きな変化が見られなかった。

５―２．２００３年と２０１３年の日本からメコン３カ国

への輸出額の国別・品目別の特徴

ここでは，２００３年の日本からメコン３カ国へ

の国別・品目別の輸出額と２０１３年の日本からメ

コン３カ国への国別・品目別の輸出額の変化を明

らかにするために，それぞれの年の国別・品目別

輸出額を散布図で図示した。なお，ここで取り上

メコン３カ国から日本への品目別の輸入額の変遷（２００３年から２０１３年）

図８

日本からメコン３カ国への国別の輸入額の変遷（２００３年から２０１３年）

図７

出所：財務省「貿易統計」，各年版。

出所：財務省「貿易統計」，各年版。
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げた品目は，カンボジアの輸出額が，ベトナムと

タイの輸出額に比較して小さい値を示していたた

め，ここでは除外し，ベトナムとタイの２００３年

と２０１３年の輸出額が多い上位３品目を対象とし

た（図１２）。

その結果，国と品目にかかわらず，全て増加傾

向が見られた。特に，ベトナムでは，機械類及び

輸送機器，原材料製品の増加割合が高く，タイで

は，機械類及び輸送機器，原料別製品，化学製品

の増加割合が高い傾向が見られた。

５―３．２００３年と２０１３年のメコン３カ国から日本

への輸入量の国別・品目別の特徴

ここでは，２００３年のメコン３カ国から日本へ

の国別・品目別の輸入量と２０１３年の日本からメ

コン３カ国への国別・品目別の輸入量の変化を明

らかにするために，それぞれの年の国別・品目別

輸入量を散布図で図示した。なお，ここで取り上

げた品目は，各国の２００３年と２０１３年の輸入量が

多い上位３品目を対象とした（図１３）。

その結果，タイの３品目（金属機械工業品，軽

工業品，鉱産品）は，増加傾向が見られる。しか

し，ベトナムの鉱産品は減少している。また，そ

メコン３カ国から日本への品目別の輸入量の推移（２００３年から２０１３年）

図１０

メコン３カ国から日本への国別の輸入量の変遷（２００３年から２０１３年）

図９

出所：国土交通省「港湾調査年報」，各年版。

出所：国土交通省「港湾調査年報」，各年版。
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れ以外の品目は，大きな変化が見られなかった。

５―４．２００３年と２０１３年のメコン３カ国から日本

への輸入額の国別・品目別の特徴

ここでは，２００３年のメコン３カ国から日本へ

の国別・品目別の輸入額と２０１３年の日本からメ

コン３カ国への国別・品目別の輸入額の変化を明

らかにするために，それぞれの年の国別・品目別

輸入額を散布図で図示した。なお，ここで取り上

げた品目は，各国の２００３年と２０１３年の輸入額が

多い上位３品目を対象とした（図１４）。

その結果，国と品目にかかわらず，全て増加傾

向が見られた。特に，ベトナムでは，雑製品，機

械類及び輸送機器，鉱物性燃料の増加割合が高

く，タイでは，食料品及び動物，機械類及び輸送

機器の増加割合が高い傾向が見られた。

６． メコン３カ国の１億円当たりの輸出入ト
ン数の変遷

ここでは，港湾調査年報と貿易統計で得られ

た，国別の年間の輸出入量を輸出入額が除するこ

とで，年別の１億円当たりの輸送トン数の変遷を

求めた（図１５）。

その結果，カンボジアは，２００３年と２０１３年で

比較すると輸出入ともに大きく減少している。ベ

トナムは輸入では，減少傾向が見られる。一方輸

出では，２００８年まで減少傾向が見られたが，

２００９年に増加し，それ以降は，大きな変化が見

られない。タイは，輸出では，２００７年まで減少

傾向が見られたが，２００９年に増加し，それ以降

は，大きな変化が見られない。輸入では，２００６

年まで減少傾向が見られたが，それ以降は，増加

２００３年と２０１３年の日本からメコン３カ国への輸出額の国別・品目別の特徴

図１２

２００３年と２０１３年の日本からメコン３カ国への輸出量の国別・品目別の特徴

図１１

品目別に見た日本とメコン３カ国間の輸出入の変遷に関する研究
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２００３年と２０１３年のメコン３カ国から日本への輸入額の国別・品目別の特徴

図１４

２００３年と２０１３年のメコン３カ国から日本への輸入量の国別・品目別の特徴

図１３

図１５

メコン３カ国の１億円当たりの輸出入トン数の変遷
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傾向が見られる。

次に，２００３年と２０１３年の伸び率は，国・輸出

入ともに１．００を割っている（表３）。

特に，カンボジアの伸び率が低く，輸出入とも

に０．５を割っている。このことから，カンボジア

は，輸出入ともに，２００３年に比較して付加価値

の高い製品の輸出入が増えていることが想定され

る。同様に，ベトナムからの輸入では，伸び率が

０．６を割っていることから，２００３年に比較して付

加価値の高い製品の輸入が増えていることが想定

される。さらに，ベトナムの輸出では，伸び率が

０．８４を示し，タイの輸出では，０．７８を示してい

る。これらのことから，カンボジアの輸出入とベ

トナムの輸入と比較して，率は低いが，２００３年

に比較して付加価値の高い製品の輸入が増えてい

ることが想定される。一方で，タイからの輸入で

は，伸び率が０．９８と高いことから，２００３年と同

様の価値の製品を輸入していることが想定され

る。
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表３ ２００３年と２０１３年のメコン３カ国の１億円当たり
の輸出入トン数の比率

２００３年

（t／億円）

２０１３年

（t／億円）
伸び率

ベトナム（輸入） １４３９．１８ ８２８．４７ ０．５８

タイ（輸入） ６７４．４７ ６６１．８８ ０．９８

カンボジア（輸入） １９０．３７ ５９．１４ ０．３１

ベトナム（輸出） ６１１．７７ ５１４．２０ ０．８４

タイ（輸出） ４６６．０４ ３６５．４４ ０．７８

カンボジア（輸出） ２５４．３５ １０１．９７ ０．４０
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